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海外室を去るの弁

昭和57年1月末にサウジ･アラビアから帰国して海外

室に戻り窓ぎわに座りつづけること丸5年2月から

技術部特殊技術課に移りました.

もともと出身母体の技術部への里帰りですからあま

り異和感はありませんが昭和44年から53年までサウ

ジに出入りしている問河田町で在室Lた3年間を合わ

せて8年間お世話にたった海外室はまさに第一の故郷

となってノスタルジイは禁じ得ません･

文化財的天然記念物的建造物であった河田町庁舎4

階の海外室での3年間は主として地下水開発集団研修

のお世話と始まったばかりの環太平洋マッププロジェ

クトの事務局を務めました.今はすっかりルｰチンど

たり洗練された紳士･淑女が参加している集団研修も

当時(昭和44年第3回生)は試行錯誤の時代であり赤

毛布(あかげっと)談武勇伝には事欠きませんでした.

バソツをはいたまま那須温泉の大浴場に入りどうし

ても脱がたかった中東の研修生石鹸の泡まみれで浴

槽にとびこみ申の老人に怒鳴られたアフリカの青年だ

とも伝え聞くと今は部長となって母国の地下水開発

のトップどたり飢えるアフリカよりの自助努力による

脱出の文字通り機関車となって活躍しているようです･

私がお相手した訪問者

年度(昭和)�57*�58�59�60�61**�合計

中国�7�120�127�325�106�685

米国�1�17�97�20�60�195

東南アジア�19�104�142�105�59�429

中東�O�32�17�36�16�101

アフリカ�1�36�34�36�37�144

中･南米�2�38�64�38�39�181

ヨｰロッバ�8�73�18�73�55�227

オセアニア�O�11�12�13�11�47

国連�O�6�16�6�O�28

計�38�437�527�652�383�2,037

*58.2.26～3,31**61.4～62.1
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また夜の国際親善が進行しすぎて一週問も行方しら

ずにたってしまった研修生も居たりでそういう強い個

性の面六の珍談奇談が18年経った今も時の経過を感

じることなしに憎いおこせてきます一

次にサウジ帰国後の海外室ではもっぱら接客業に

明け暮れました.すでに筑波移転後2年を経過して

所の機能も交通機関もすっかり軌道にのり海外からの

訪間者は鰻のぼりに増加の一途を辿っていました.因

みに移転前の昭和54年度は22か国78名に過ぎたかっ

たのが移転後の56年度は51か国246名に増加してお

ります.下表は当所が受け入れた外国人訪間老の年度

別国または地域別の人数です.この人六のほぼ全員

の当所での受け入れを私が担当Lました.5年間で約

2,000名の方々と握手し名刺を交わし所の説明をし

標本館を案内したわげですがみたさま満足して帰国た

されたことを確信しております･これは筑波の理想的

た環境研究者の真筆た態度に相まってすぽらしい標

本館が強い感銘を与えるのでしょう.

訪間者の国籍は70か国を越えていますがなかにはバ

チカン市国法王庁の代表という珍らしい方の御来訪もい

ただいております･香港ツソガポｰルを訪ねたこと

のある方は先刻御承知のタイガｰバｰム･ガｰデンの所

有者である世界的富豪の華僑大財閥胡暁子夫人とも標

本館を案内のあとに握手をしていただく役得にありつい

たことも忘れられぬ思い出です.

技術部に移りましても未だ屯田兵若い人に理解が

できなければ在郷軍人それも解らたげれぱ予備軍とし

ていざ鎌倉のときには標本館へ馳げつける心構えはで

きております･たお訪間者の研究室見学で御協力を

いただいた研究者の皆さまに紙面を借りて心からの御礼

を申しあげます.(桑形久夫)

〔追記〕上記の中で御本人は触れておられませんでし

たが桑形さんが海外室で果された業務の中で忘れてた

らたいのは海外渡航者のための公用旅券取得のための

申請手続です･実際の窓口は無論人事係ですが提出�
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海外室

書式の草稿づくりは慣例的に当室が受持ってきていま

す･数の上では先の表の応接者数には及ぶべくもあり

ませんがここ数年間の海外渡航者数は急増Lてきてお

りこれらの当所員は必ず桑形さんのお世話にたってい

るはずであることを強調しておきたいと思います.

常に明るくダンディた桑形さんのキャラクタｰは単

に海外室だけに止まらず対外的にはGSJを代表する

顔のひとつとして広く親しまれてきたところです.御

本人のお言葉通り今後の御協力を願いつつ永年の御苦

蛍に心から敬意を表する次第です.(海外室一同)

昭和61年度亙TITフェロｰズ

61年度のITIT特研は耐火物資源一中国油･ガス

四層序対比一フィリピン第四紀地殻変動一トルコ(以

上継続)石炭特性一中国(新規)の4テｰマが実施され

相手国から総数8名のフェロｰ研究員が来日しそれぞ

れのテｰマでの共同研究を行いました.

各テｰマのグルｰプ長は相手国の責任者と密接た連

絡をとりたがらその年度の招へい者名時期期間等

を固めて行くわけですが相手側機関の事情や招へい者

の個人的理由たどによりなか校かス1■ナリとは運んで

くれずグルｰプ長はもとより窓口とたる当室も少た

からずヤキモキさせられるのが通例です.

今期も例年にもれずトルコが予定の半分の期間しか

滞日でき肢かったり中国(石炭)の到着目が直前に改

って再三変更になるたどフェロｰの招へいば本人の顔

を見るまでは気の抜けたい作業です･加えて今期は

2件の研究管理者招へい(いずれ別稿で紹介します)も予

定されていたためイライラは倍増でした.ともかく

も3月13目に最後の研究員を無事に見送ったところで

写真一1標本館の前での記念スナップ

右:サマニエゴ左:アガデイエｰルのお2

人(フィリピン第1次)･小沢事務官提供.

今期に来日した研究員の紹介方六今年度の招へい作業

を振返ってみることにしましょう.

本年度のトップを切って来所Lたのはフィリピン鉱

山地球科学局(BMG)からのサマニエゴさん(Remedios

Samaniego)とアガデイエｰルさん(Maybe11yneAgadier)

で9月24日の到着です.お2人とも女性ですがサマ

ニエゴさんはBMGの層序･古生物課長を務める大ベテ

ランアガティエｰルさんは未婚の若手研究員という対

照的た取合せでした.彼女らの来日直後BMGの属

する天然資源省は一時的に全職員の海外渡航停止処置

をとったため危ういところで計画変更を免れました.

名取課長以下主として石油課のメンバｰと共同で目

比油･ガス田地域の地質及び標準徴化石の比較研究を実

施し10月17則こ帰国しました.

続いて11月15日には耐火物の方の中国からの研究員

を迎えました･張天楽(ZhangTian-Le)蒋伯昌(Jiang

Bo-Chang)のお2人でそれぞれ地質科学院鉱床地質

研究所の高級工程師と江西省地質破産局実験測試中心の

研究員です｡中国は招へい業務を行うのにヤッカイた

国の最たるものですが本件は直前に鉱床部の須藤技

官が共同研究のために訪中してきたばかりでもあり予

定通りに計画が運ばれました.

35目の滞在期間中主として須藤技官の応接により

野外調査および室内実験に従事L58年度から続いてき

た本プ目ジェクトの締めくくりを行いました.

同じく中国のもうひとつの協力プロ(石炭特性)では

武漢地質学院から王生維(WangSheng-Wei)庄新国

(Zhua㎎Xin-Go)のお2人を招へいしました.前述の

フィリピンと中国との協力でも2名ずつの招へいを行な

写真一2石川県服部鉱山を調査中の左から張さん須藤

技官蒋さん(中国･耐火物)･須藤技官提供.

地質ニュｰス392号�
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いましたがいずれも1名分は滞在費だけの支給でし

た｡本件は今年度からの新規プロであり久六に2名

分の旅費と滞在費の支給が認められました.当初は1

月12日から45日間の招へいを予定したところ直前にな

って2回の順延申入れがあり結局後述するトルコか

らのフェロｰと同じ!月21目の到着とたりました･

この聞当室はもとより受入れ担当の燃料都の藤井課

長も国内での実習先との変更連絡等に振廻され先の中

国からの場合がスムｰズに行っただけにある意味では

やっと中国らしくたったと思ったりしたものでした.

その代償がどうか先の2人の中国人はほとんど英語が

話せずに須藤技官が苦労したのに比らべて今回の王さ

んの方は比較的英会話に支障がたくその分は藤井課長

が楽をしたといえるでLよう･昨年事前協議のために

来日した中国地砿部ミッツヨソに強く要望しておいた事

の結果のひとつとして大変に喜ぽLいことでした｡

主として石炭課における共同研究の結果は協力の初

年度としては実り多いものであったようです.3月6

目の帰国までに立派た報告書をまとめ上げました･

1月21目に来日Lたもう一方のフェ同一はトルコ鉱

物調査開発研究所のエレソデル研究員(MuratErendi1)

です･本件の当初招へい予定期間は60目でしたが本

人の都合により約半分しか滞日できない旨の連絡が入っ

ていました｡例によって1名分の旅費をトルコ側が負

担する形での2名の招へいを交渉してみましたが遠距

離でもあり相手側に経費の余裕のないことから結局

先方の希望通りの日数で受入れることにしました｡

衣笠課長を始めとする環境地質部の研究者と一緒に

野外調査も含めた第四紀地殻変動の目土問の比較研究を

行い2月19目に帰国の途につきました.

写真一4大鳴門橋を見学するエレソデルさん.トルコ

でもイスタンブｰル架橋(ボスポラス海峡)の

計画がある.衣笠技官提供

1987年4月号

写真一3デｰタを整理･解析する王さん(右)と庄さん

(中国･石炭特性)｡藤井技官提供.

前述のトルコ研究員が残した滞在費は名取課長の協

力により最終年度とたったフィリピンとのプロジェク

トに華を添える形からももうユ人のフェロｰを招へい

することで消化できました(渡航費は比例負担).

BMGのエスピリツさん(ErnestoEspiritu)がその人

で1955年にフィリピン大学を卒業した古生物ヤさんで

す.2月23目から3月13目まで短かい滞在期問でし

たが本協力の実質的た研究活動は1月初旬から約1

か月間名取課長が実施した在外研究をもって一応の終

了を見ているためエスピリツさんには関連機関の視察

を含めて来年度中に印刷を予定している最終報告書に

ついての協議が主たる作業とたりました.

(遠藤)

写真一5工場視察中のエスピリツさん(フィリピ

ン第2次)日本鋼管扇島製鉄所にて

名取技官提供.�


